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6．グランドパッキンの設計資料
a. グランドパッキン幅及びリング数
（1）バルブ用グランドパッキン

●ステム径とグランドパッキン幅

※　表中Aは、TOMBO No.2250-Aなどのアダプター
パッキンを表し、BはTOMBO No.2205-Pなどの
グラシールモールドパッキンを表します。
AP1600適用弁の場合は6リング以上とします。

● 使用圧力とリング数
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（2）回転機器用グランドパッキン

●シャフト径とグランドパッキン幅
単位：mm
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● 使用圧力とリング数
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（参考）
軸径とグランドパッキン幅の関係（DIN 3780-1954）

寸法表（1） 
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単位：mm

グランドパッキン外径（d2） 
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寸法表（2） 

幅（S） 軸径（d1） 

グランドパッキン外径（d2） 
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単位：mm

グランドパッキン外径（d2） 
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寸法図を図に表わすと下図のようになる。
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※d2＝8.5,  11,  13,  15,  18,  20は、水パイプフィッティング用。
更に、d2＝15,  18,  20については、（ ）で標示したd1＝10.5,  12.5,  14.5についても適
用できる。
※油圧機械装置にのみ使用する。
※d1が210袢以上の場合、S＝20,  25,  30袢を使用する。
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b. 軸の仕上げ精度と許容軸振れ量

（1）ニチアス推奨軸粗さ

（2）ニチアス推奨許容振れ量
回転軸の許容振れ量は、グランドパッキンの種類、グランドパ

ッキンの幅、軸径、回転数、流体圧力、許容漏れ量などにより決
まる値であるが、一般に0.07袢以下にすることが望ましい。
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1.6～6.3μmRa

0.4～6.3μmRa

0.4～3.2μmRa

0.4～1.6μmRa

3.2～12.5μmRa

速い回転（回転ポンプ等）

遅い回転

布入りゴム
ラム・往復動

ゴム

スタフィングボックス

仕上げ精度

運動形態 仕上げ精度

0.15 

0.12 

0.10 

0.07 

0.05 

0.02

1200 1800 3600 7200 10000

回転数（r.p.m） 

振
動
量（
袢
） 

（1） 

（2） 

（3） 

（4） 

注（1）内部流体圧力003.5kgf/袍2｛0.34MPa｝ 
　（2）　　　　　　007.0kgf/袍2｛0.69MPa｝ 
　（3）　　　　　　14.1kgf/袍2｛1.38MPa｝ 
　（4）　　　　　　70.3kgf/袍2｛6.89MPa｝ 

回転軸における振動量と回転数の関係
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グランドパッキンの種類

TOMBO No.2205-P＋TOMBO No.2250-A
低トルク組合せグラシールパッキン

TOMBO No.2205-L＋TOMBO No.2930
組合せグラシールパッキン

TOMBO No.2280
スーパーシールパッキン

μk値

0.03～0.04

0.05～0.07

0.03～0.04
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c. グランドパッキンの摺動抵抗

■摺動荷重

グランドパッキンは摺動抵抗を表す指標として、μk値という値
があります。このμk値は、実験により以下計算式によって求めら
れ、各グランドパッキンのμk値を表に示します。
（1）ステム往復動抵抗

F＝μ・k・π・D・H・P
（2）ステム回転トルク

T＝　　× 
 
＝　　　　　　　　× 

ここに、Ｆ：ステム往復動抵抗（N） 
　　　　Ｔ：ステム回転トルク（N・m） 
　　　　μ：摩擦係数 
　　　　ｋ：側圧係数 
　　　　Ｄ：ステム径（袢） 
　　　　Ｈ：グランドパッキン高さ（袢） 
　　　　Ｐ：グランドパッキン締付面圧（N/袢2） 

F・D ―― 2
1 ―― 1000

1 ―― 1000
μ・k・π・D2・H・P ―――――――― 2

 

高温用グランドパッキンのμk値

※　実験では、μk（摩擦係数と側圧係数の積）という形で
求められますが、この値は、パッキンサイズ、リング
数、締付力の大小、ステム径、ステムの仕上げ精度、
温度、内部圧力など多くの因子に左右されるため、実
使用条件におけるμk値は必ずしも上記の数値とは一致
しません。アクチュエーターなどの設計に上記のμk値
を用いる場合は十分に安全率を考慮してください。
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